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(3) 埼玉県川越市の観光ルートモデルに対し、観光施策の有無を基準に設定した 3 段
階のシナリオによるシナリオ分析を行い、本観光ルートモデルを検討した。検討
結果より本観光ルートモデルの空間再現性が認められため、本観光ルートモデル
は時空間の相違や各観光地特有の問題に限定されることなく、他の観光地にも応
用可能である。またこの検討結果をもとに、川越市の観光施策の評価と提言を行
った。 
 
